
1 
 

東京オリンピック・パラリンピック競技⼤会に係る建設需要に対応した労働災害防⽌対策事業 
レガシーとして引き継がれていくべき労働災害防⽌対策の検討 

令和３年度報告書［抜粋版］ 
 

建設業労働災害防⽌協会 
 

１．事業概要 
東京オリンピック・パラリンピック競技⼤会の開催に向けて、競技施設の建設やインフ

ラ整備、再開発等が集中的に⾏われている。同⼤会の建設投資にあたっては、これまで各現
場において様々な労働災害防⽌に対する問題や対応事例等があることから、この実態、事例
を調査することで、今後、他の建設⼯事現場においても活⽤されていくことが望ましい。本
調査は昨年度も実施しているものであり、同様の⼿法にて本年度もレガシーとして引き継
がれていくべき労働災害防⽌対策等についてのとりまとめを⾏った。 
２．調査⽅法 

有識者による検討会を設置し、事業の進め⽅、調査内容等検討した。 
検討会にて作成した調査票を⽤いてオリンピック・パラリンピック関連⼯事の発注者等

に対し、書⾯調査を⾏った。また、書⾯調査結果をもとに２事業所に対しヒアリング調査を
⾏った。 
３．調査対象 

①書⾯調査 

 
②ヒアリング調査 

 
  

会場名 発注者 建設種別 競技／種別

【オリンピック】体操
【パラリンピック】ボッチャ

【オリンピック】トライアスロン、⽔泳（マラソン10km）
【パラリンピック】トライアスロン

4 ⼤井ホッケー競技場 東京都 恒久施設 【オリンピック】ホッケー

【オリンピック】ボート、カヌー（スプリント）
【パラリンピック】カヌー、ボート
【オリンピック】アーチェリー
【パラリンピック】アーチェリー
【オリンピック】射撃
【パラリンピック】射撃7 陸上⾃衛隊朝霞訓練場 （公財）東京オリンピック・パラリン

ピック競技⼤会組織委員会 仮設施設

5 海の森⽔上競技場 東京都 恒久施設

6 夢の島公園アーチェリー場 東京都 恒久施設

【オリンピック】⾃転⾞競技（BMXフリースタイル、
BMXレーシング）、スケートボード

3 お台場海浜公園 （公財）東京オリンピック・パラリン
ピック競技⼤会組織委員会 仮設施設

1 有明体操競技場 （公財）東京オリンピック・パラリン
ピック競技⼤会組織委員会 仮設施設

2 有明アーバンスポーツパーク （公財）東京オリンピック・パラリン
ピック競技⼤会組織委員会 仮設施設

会場名 発注者 建設種別 競技／種別

1 新国⽴競技場
（オリンピックスタジアム） （独）⽇本スポーツ振興センター 恒久施設 【オリンピック】開会式／閉会式、陸上競技、サッカー

【パラリンピック】開会式／閉会式、陸上競技
【オリンピック】体操
【パラリンピック】ボッチャ2 有明体操競技場 （公財）東京オリンピック・パラリン

ピック競技⼤会組織委員会 仮設施設

令和３年度 厚生労働省委託事業 
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４．調査票内容 
発注者への書⾯調査は以下の１１項⽬について調査した。 

 
１．発注者等は、設計段階において、労働災害リスクを低減させるため、リスクアセスメント等

を実施し、施⼯時に考慮する必要がある危険性を検討するような取組はありましたか︖また
は、その他、発注者等により取り組まれた制度及び取組事例はありますか︖あった場合には
その具体を教えてください。 

 
２．設計段階や施⼯段階において、BIM/CIM を使⽤しましたか︖使⽤していれば、BIM/CIM を

使⽤して施⼯時の安全衛⽣に寄与したと思われる実例をご記⼊ください。 
 
３．発注者から⾒て、設計者に設計段階で考慮しておいて欲しかった施⼯時の危険性はあります

か︖あった場合は、考慮しておいて欲しかった危険性を教えてください。 
 
４．設計段階において、発注者は設計者を含めて会議、連絡調整等を図り、施⼯時に想定される

危険性を低減するように建築物等の設計を考えていましたか︖また、設計施⼯⼀括発注⽅式、
ECI（Early Contractor Involvement︔施⼯予定者技術協議⽅式）などの契約⽅式の場合で
すが、設計段階から、発注者、設計者及び施⼯者で会議や連絡を取っていましたか︖ 
さらに、これらの会議等はどのような内容について調整を⾏っていましたか︖ 

 
５．発注者から⾒て、設計段階から危険性の除去⼜は低減を考えることで、施⼯時の安全衛⽣は

向上すると思いますか︖ご意⾒をお聞かせください。 
 
６．設計段階⼜は施⼯段階で作業の危険性を除去⼜は低減するためにリスクアセスメント等を

実施し、実際に採⽤された⼯法や要となった部分について教えてください。その場合、どの
段階の採⽤かも合わせて教えてください。(好事例、新技術など省⼒化・⼯業化の事例） 

 
７．建設⼯事で多く発⽣している墜落・転落災害や公衆災害の防⽌への重点的な取組はありまし

たか︖あった場合には、その取組について教えてください。 
 
８．⼥性や若者が安全に安⼼して、やりがいを持って働ける現場を構築する取組はありました

か︖あった場合には、その取組について教えてください。 
 
９．その他、発注者から⾒て、この建設プロジェクトならではの施⼯時の安全衛⽣対策を教えて

ください。 
 
１０．今後の建設業における労働災害防⽌のために、レガシーとして引き継がれていくべき労働

災害防⽌対策とはどのようなものだと思いますか。実際に⾏った事例でなくても構いません。
発注者としてのご意⾒をお聞かせください。 

 
１１．オリンピック・パラリンピック競技⼤会での施設⼯事に携わっての所感をお聞かせくださ

い。 
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５．書⾯調査結果の⼀例（陸上⾃衛隊朝霞訓練場） 

 
６．ヒアリング調査結果の⼀例（新国⽴競技場） 
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7．レガシーとして引き継がれていくべき労働災害防⽌対策等 
全７事業所から得た回答の中及び２件のヒアリング調査から、レガシーとして引き継が

れていくべき労働災害防⽌対策は以下のようにまとめられる。 
⓵ 発注者等による安全衛⽣の取組： 
・設計及び施⼯だけでなく、オリンピック・パラリンピック後に多⽤途のため改修するこ

とを⾒据え、レガシーとして施設を有効利⽤するため、設計段階から BIM を使⽤し、
設計・施⼯と BIM の情報をアップグレードし続けた。 

・設計・施⼯⼀括発注⽅式のため、設計段階から発注者・設計者・施⼯者含めて現地⽴会
や週１回⼜は 2 週間毎に定例会議、分科会等を実施した。その中で、⼯期、コスト、安
全性について、実施設計段階から⼗分に施⼯者と調整し、⼯事の輻輳が予想される箇所、
イベント等に伴う第三者の⽴⼊に関する情報等を共有し、災害防⽌を図った。 

・労働災害を防⽌するためには適正⼯期の確保が最も重要であった。安全性・品質・コス
ト⾯など、⼯期が適正か否かで⼯事の重要な要素のほとんどが左右される。オリンピッ
ク・パラリンピックはイベント⾏事で短時間勝負になるからこそ、計画・発注・設計・
施⼯の⼀連の流れを計画的に進め、最終バトンを握る⼯事施⼯において時間的無理が⽣
じないこと、それが⼀番の労働災害防⽌対策となった。 

・今後の公共事業等で設計者・施⼯者・コンサル等に外国企業を想定する場合、発注⽅法、
契約形態について事前に⼊念に制度設計しておく必要がある。 

⓶ リスクアセスメントの実施促進等： 
・設計段階から建設現場の労働災害防⽌の検討を⾏うフロントローディングは、労働災害

防⽌対策として有効であると考える。 
・基礎梁が 3500 ピースある競技場では、プレキャスト化して労務数が減り接合も安全化

が図れた。また、⼯数が減ると安全衛⽣管理も減らすことができた。 
・BIM を活⽤している競技場では、全域ではないが、屋根をメインに⾏った。60ｍ張り出

しの⽚持ち梁で、楕円形で施⼯が⼤変難しいので BIM が役⽴った。図⾯の収まり、⼨
法の確認、安全に作業が⾏えるかの検討を⾏うことができた。 

・施⼯時に想定される危険性を低減する為、設計段階から、各種調査結果（ボーリング調
査・⼟質分析結果等）の資料を施⼯者に提⽰し、建築物の構造計算を⾏う設計条件に反
映したことや施⼯者も現場を確認し、設計内容が本現場で危険無く施⼯可能か確認する
ことで、施⼯時の危険性低減に努めた。具体的には、海岸エリアに建てるＨ鋼架台組に
よる嵩上げ部や、ビデオボードを設置するための H ⼯組の架台は設計段階から危険性
を考慮した。 

・締切堤、⽔⾨および東側締切堤北側の取付部は、設計図⾯を 3 次元モデル（3D-CAD）
にし、設計時の⼲渉チェックと施⼯時の施⼯計画に役⽴てた。その施⼯計画において、
構造物の形状の理解を深めることにより、安全衛⽣にも寄与したと考える。また、実施
設計段階において、潜⽔作業を伴う⼯種を再検討して危険性を低減することとし、⽔⾨
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構築に伴う仮設⽀保⼯（切梁の段数）を⾒直した。 
・現場内での鉄⾻部材等の運搬組⽴計画から逆算して鉄⾻部材のユニット⼤きさを検討

する等、設計段階から積極的に施⼯時の危険性の除去または低減を考えることは、施⼯
時の安全衛⽣向上に有効であった。 

・「危険有害要因特定シート」を活⽤して、仮設会場⼯事の施⼯段階を、建築 1２⼯事（杭
⼯事、トラス組⽴⼯事、膜⼯事、型枠⼯事、鉄筋⼯事、・・・）に分類し、その中で危険
性⼜は有害性の⾼いものを危険有害⼯事として特定した。 

・ユニットハウスの設置、セキュリティフェンスの設置、配線、競技⽤のフィールド・設
備の整備など、それぞれの作業としては全く異なるもの整備が計画されている。それぞ
れの⼯事順序を考慮した搬⼊や作業⼯程の調整⾃体が、安全管理のための重要な要素と
なると考える。また、組織委員会の他部署が発注する⼯事についても、受注者と情報連
携し、安全に⼯事が⾏えるよう考慮して、発注者間での⼯程調整等を⾏った。 

⓷ 墜落・転落災害等の防⽌徹底： 
・発注時の技術提案で、⾼所作業を減らす梁の施⼯⽅法（リフトアップ⼯法）を採⽤した。

⾼所作業の軽減と、⼯期短縮につながった。 
・施⼯時の作業員の墜落・転落リスクを低減するため、屋根形状をシンプルな⽚流れとす

ることで施⼯性が向上し、安全性に配慮した設計とした。 
・全ての⾼所作業は、必要最⼩限の業務に限定し、⾼架台や⾼所作業⾞による作業に変更

することにより、墜落・転落のリスクを低減させた。 
⓸ より魅⼒ある建設現場の構築： 
・やりがいを持って働く姿の写真を現場内に掲⽰するとともに同写真を本⼈や家族に進

呈する取り組みは、職⼈の⽅たちに⾮常に好評であり、モチベーションの向上につなが
った。普段は働いている⾃分の姿を家族に⾒せたことがなかったが、この取り組みで家
族に⾒せることができた等の声があった。 

・⼥性専⽤の休憩室、仮眠室等を設置した。異業種 JV 間での⼥⼦懇親会を開催する等、
⼥性が安全・安⼼して働ける現場を構築した。 

・⽉ 1 度の職⻑会に元請及び協⼒会社の若⼿職⻑が参加し、現場での問題点、職場改善等
を気軽相談出来る機会を設け、若者とコミュニケーションを積極的に取った。 

・現場全体が把握できるように、点検業務や報告業務を若⼿に任せる取り組みをしていた。 
・多くの職員が、⼤会会場を整備しているという強い使命感のもとに、⼀つの⽬標に向か

って取り組んでいることから、多忙ながらもやりがいを感じることができた。 
・看護師を現場に常駐させ、健康相談室を設けた。産業医に相談し実現することができた。 
・熱中症対策として現場各所に給⽔所を設置し、1 ⽇当たり最⼤で約 2800 リットルの飲

料⽔を⽤意した。その他、スポーツ飲料は薄め、ふつう、濃いめ、他に⻨茶を⽤意した。
クーラーの効いた移動式の休憩所（マイクロバス）も現場内を巡回させた。 

・作業員の中から約 350 ⼈に救急救命⼠の教育を受けてもらった。何か起きた時というよ
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りも、救急救命⼠の教育を受けたことで、安全に対する意識が向上したことが⼤きかっ
た。 

 
このように、施⼯段階からの安全衛⽣向上の取り組みだけでなく、発注者及び設計者に

よる安全衛⽣向上の取り組みに拡⼤していることがわかる。これらの取り組みは、安全衛⽣
向上はもとより、設計の⾼度化、施⼯の効率化・合理化、⼯期の短縮、⼥性や若者の建設業
界への積極的な参⼊機会の増加にも貢献するものと考えられる。 

東京オリンピック・パラリンピック競技⼤会は無事に成功裡に終了したが、これらの取
り組みは，東京オリンピック・パラリンピック競技⼤会に係る特別な建設プロジェクトだけ
でなく，⽇本の建設業全体の取り組むべきレガシーとして引き継がれることが今後も望ま
れる。 
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